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企
業
由
来
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
生
む
環
境
汚
染

そ
の
被
害
の
実
態
や
住
民
の
運
動
を
紹
介

■「
ラ
ピ
ダ
ス
」の
負
の
側
面
を
自
由
学
校「
遊
」の
学
習
会
で
検
証

「
ラ
ピ
ダ
ス
の
本
格
操
業
で
私
た
ち
の
生

活
は
ど
う
な
る
の
？
」を
テ
ー
マ
に
し
た
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」主

催
の
公
開
学
習
会
が
４
月
18
日
、
札
幌
市

内
で
開
か
れ
た
。
よ
り
多
く
の
道
民
に

「
ラ
ピ
ダ
ス
」か
ら
排
出
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

総
称
）な
ど
の
化
学
物
質
の
危
険
性
に
つ

い
て
伝
え
る
企
画
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め

約
１
３
０
人
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
は
、
千
歳
市
議
の
相
沢
晶
子
さ

ん
と
江
別
市
議
の
干
場
芳
子
さ
ん
に
よ
る

基
調
報
告
。「
ラ
ピ
ダ
ス
」の
操
業
に
と
も

な
う
河
川
の
水
質
に
対
す
る
影
響
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で
交
わ
さ
れ
た
議

論
の
一
端
が
紹
介
さ
れ
た
。

「
市
、
市
議
会
と
も
、
よ
う
や
く
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

量
産
ラ
イ
ン
が
稼
働
す
る
来
年
、
安
平
川

か
ら
日
量
２
万
８
千
ト
ン（
現
在
の
使
用

水
量
の
７
倍
）を
取
水
し
、
ラ
ピ
ダ
ス
か

ら
の
排
水
は
公
共
下
水
道
を
経
て
千
歳
川

に
放
出
さ
れ
ま
す
。
市
は
年
２
回
の
水
質

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
を
決
め
て
お
り
、

今
後
は
市
民
側
の
水
質
調
査
な
ど
が
よ
り

必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
」（
相
沢
さ
ん
）

　

昨
年
９
月
の
江
別
市
議
会
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

に
関
す
る
積
極
的
な
情
報
開
示
と
検
査
体

制
の
充
実
を
求
め
る
鈴
木
直
道
知
事
あ
て

意
見
書
案
を
全
会
一
致
で
可
決（
４
月
号

を
参
照
）し
た
こ
と
に
言
及
し
た
干
場
さ

ん
は
、
ラ
ピ
ダ
ス
に
忖
度
す
る
道
の
対
応

を
批
判
し
、「（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
半
導
体
工
場

が
あ
る
）熊
本
県
で
は
２
５
０
種
類
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
を
検
査
し
て
お
り
、議
会
内
で『
な

ぜ
北
海
道
で
出
来
な
い
の
だ
』と
の
機
運

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
行
政
だ
け

に
任
せ
ず
、
市
民
側
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
た
い
」と
力
を
込
め
た
。

　

第
２
部
は
、
企
業
由
来
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚

染
を
取
材
・
調
査
し
て
き
た
、
非
営
利
の

独
立
メ
デ
ィ
ア「
Ｔ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
」の
記
者
・

中
川
七
海
さ
ん
が
講
演
し
た
。

『
終
わ
ら
な
い
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
汚
染
』（
旬
報
社
）

の
著
書
が
あ
る
中
川
さ
ん
は
、
１
９
３
０

年
代
に
米
国
の
メ
ー
カ
ー
が
製
品
化
し
た

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
つ
い
て
人
体
へ
の
影
響
や
規

制
の
経
緯
な
ど
を
紹
介
し
、「
世
代
を
超
え

て
影
響
が
現
れ
る
の
が
怖
い
と
こ
ろ
で

す
」と
語
っ
た
。
そ
し
て
20
年
か
ら
の
水

道
水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
暫
定
目
標
値「
50
ナ
ノ

グ
ラ
ム
／
リ
ッ
ト
ル
」は
米
国
の
基
準
値

「
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
」を
目
標
に
し
た
も
の
だ

が
、
日
本
政
府
は
こ
の
数
値
を
反
映
さ
せ

ず
、
今
年
４
月
か
ら
50
ナ
ノ
を
正
式
な
水

質
基
準
値
に
決
め
た
と
指
摘
し
た
。

　

続
い
て
、
追
跡
取
材
を
重
ね
て
い
る
大

阪
府
摂
津
市
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
淀
川
製
作

所
に
よ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
汚
染
に
つ
い
て
解
説
。

60
年
代
後
半
に
製
造
を
始
め
、
世
界
８
大

メ
ー
カ
ー
の
ひ
と
つ
に
上
り
詰
め
た
ダ
イ

キ
ン
が
大
気
や
水
、
土
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を
排

出
し
て
健
康
被
害
を
も
た
ら
し
た
経
緯
を

紹
介
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
監
督
者
の
大

阪
府
が
発
表
す
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
文

案
を
ダ
イ
キ
ン
自
身
が
作
成
す
る
な
ど
、

行
政
と
の
癒
着
も
。
ラ
ピ
ダ
ス
や
国
に
忖

度
し
て
自
ら
の
仕
事
を
検
証
し
な
い
道
庁

や
、
問
題
の
核
心
を
報
じ
な
い
マ
ス
コ
ミ

の
姿
勢
と
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
摂
津
市
民
は
黙
っ
て
い
な
い
。

全
国
か
ら
署
名
を
集
め
地
方
行
政
や
環
境

省
、
ダ
イ
キ
ン
に
提
出
す
る
一
方
、
市
民

グ
ル
ー
プ
が
専
門
家
に
委
託
し
住
民
約
１

２
０
０
人
の
血
液
検
査
を
実
施
。
そ
の
結

果
、
全
国
平
均
の
４
・
５
倍
に
上
る
血
中

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ダ
イ
キ
ン
に
よ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
汚
染
は
岡

山
県
の
吉
備
中
央
町
に
も
被
害
を
お
よ
ぼ

す
。
排
水
処
理
に
用
い
る
活
性
炭
に
吸
着

さ
せ
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
町
内
の
リ
サ
イ
ク
ル

工
場
を
経
由
し
て
水
源
を
汚
染
。
血
液
検

査
の
結
果
、
全
国
平
均
の
７
・
８
倍
も
の

高
濃
度
曝
露
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。

　

中
川
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
企
業
に
よ
る
汚

染
の
実
態
を
踏
ま
え
、
半
導
体
工
場
に
つ

い
て
も
言
及
。「
欧
州
で
は
、
工
場
が
相
次

い
で
閉
鎖
さ
れ
、
半
導
体
製
造
の
将
来
性

に
は
決
着
が
つ
い
て
い
ま
す
。
ラ
ピ
ダ
ス

の
場
合
、
環
境
面
の“
コ
ス
ト
観
”が
欠
如

し
て
お
り
、
問
題
が
起
き
た
時
に
責
任
が

取
れ
る
の
か
。
政
府
の
施
策
を
後
押
し
す

る
地
元
メ
デ
ィ
ア
の
罪
も
大
き
い
と
思
い

ま
す
」と
講
演
を
結
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

PFAS 汚染の実態などを紹介する「Tansa」記者の中川
七海さん
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